
 

東久留米市第２期障害児福祉計画  

ＰＤＣＡ表 
 

 

１ 令和５年度に向けた目標の設定 
 

障害児通所支援等の提供体制の確保に関する事項について、国の「基本指針」に即し、地域の実情に応じて、令和５年度における目標を定め、計画

を推進します。第 1期計画は令和２年度が最終年となり、令和３年度から第 2期障害児福祉計画となります。 

 

（１）重層的な地域支援体制の構築 ● ● ● ● ● ● 

児童発達支援センターわかくさ学園を地域における中核的な支援施設として位置づけ、障害児通所支援等を実施する事業所と緊密な連携を図りなが

ら、重層的な障害児通所支援の体制整備を進めます。 

児童発達支援センターわかくさ学園では、従来行ってきた通所支援や相談支援に加え、療育の知見やノウハウを活かした巡回相談や保育所等訪問支

援事業を実施することで、本市における療育の向上と障害児の地域社会への参加・包容（インクルージョン）の推進に努めていきます。 

 

（２）関係機関と連携した支援 ● ● ● ● ● ● 

障害児の早期の発見、支援並びに健全な育成を進めるため、児童発達支援センターわかくさ学園で行っている相談事業、親子療育事業と、健康課が

行っている乳幼児健診、発達健診時での連携を充実し、早期療育につなげていきます。 

また、就学時に庁内及び教育・医療等関係機関と連携し、それぞれの児童に最適な教育が提供できるように支援します。 

就学時及び卒業時において、支援が円滑に引き継がれることも含め、教育機関、障害児通所支援事業所、障害児相談支援事業所と連携を図り、成人

期も含めた切れ目のない支援体制の構築に努めていきます。 

資料３－１ 



 

（３）特別な支援が必要な児童に対する支援体制の整備 ● ● ● ● ● ● 

重症心身障害児や医療的ケア児等が、身近な地域で必要な支援を受けられるように、課題の整理や地域資源の開発を行っていきます。 

医療的ケア児に関しては、地域自立支援協議会を関係機関等が連携を図るための協議の場とし、適切な支援が受けられるよう検討を進めるとともに、

多分野にまたがる支援の利用を調整し、総合的かつ包括的な支援の提供につなげるべく、コーディネーターの配置を促進し、支援のための地域づくり

を推進していきます。 

 

○医療的ケア児に対する関連分野の支援を調整するコーディネーターの配置人数 

 

区分 

第１期（実績） 第２期（見込み） 

平成 30 年度 令和元年

度 

令和２年

度 

令和３年度 令和４年

度 

令和５年

度 

コーディネーター

数（人） 
2 2 3 1(3) (4) (4) 

 

 

 

 

 

 



 

２ 事業量の見込み 
 

事業量の見込みは、国から示された推計方法による、実績値に基づく事業量を基本としつつ、地域の状況や利用実態、及び事業者アンケート調査結

果に鑑み算出しています。 

 

〇児童発達支援 

地域の障害児を通所させて、日常生活における基本的動作の指導、自活に必要な知識や技能の付与または集団生活への適応のための訓練を行います。 

（月あたり） 

区分 
第１期（実績） 第２期（見込み） 

平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実利用者数(人) 62 70 70 82(77) (84) (91) 

利用日数(日) 826 897 960 765(1,132) (1,235) (1,338) 

実利用者一人あたりの利用日数 13.32 12.81 13.71 9.33   

各年度３月実績、括弧内は見込み値 

 

 

 

 

 

 

 



 

〇放課後等デイサービス 

就学している障害児に対し、授業の終了後または休業日に、生活能力の向上のために必要な訓練、社会との交流の促進等を行います。 

（月あたり） 

区分 
第１期（実績） 第２期（見込み） 

平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実利用者数(人) 159 155 187 196(180) (190) (200) 

利用日数(日) 1,930 2,108 2,616 2,544(2,448) (2,584) (2,720) 

実利用者一人あたりの利用日数 12.14 13.6 13.99 12.98   

年度３月実績、括弧内は見込み値 

〇保育所等訪問支援 

保育所等を現在利用中の障害児、または今後利用する予定の障害児が、保育所等における集団生活への適応のための専門的な支援を必要とする場合

に、保育所等を訪問し支援します。 

（月あたり） 

区分 
第１期（実績） 第２期（見込み） 

平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実利用者数(人) 4 5 10 24(7) (10) (13) 

利用日数(日) 11 6 67 127(56) (80) (104) 

実利用者一人あたりの利用日数 2.75 1.2 6.7 5.29   

年度３月実績、括弧内は見込み値 

 

 



 

【児童系サービスの見込量確保に向けての方策】 

○市内に児童発達支援、放課後等デイサービスの事業所が増えることが予想されるなか、東京都と市による指導、実地検査や事業所間の情報交換等に

より、サービスの質の向上を目指します。 


